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一
　
一饂

一時

掛稲

△
〓

開
Ｉ
催
　
　
釧
議

・ 団
螂
「
弔

決．
畑
締
綱
織
凱
い
詢
知
織
変
更
の
件
、

　
　
一

Ｈ
月
Ｈ
日
（金
）午
後
３
時
か
ら
練
馬
区
立
勤

労
福
社
会
館
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
か
ね
て
よ

り
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
小
規
模
事
業
者
及
び

Ｈ
』
日
■
Ｆ
Ｌ
ｌ
一
納
税
者
へ
の
便
宜
を
現

在
以
上
に
図
る
目
的

を
も
っ
て
、
公
益
性
の

高
い
一
般
社
団
法
人
ヘ

と
進
化
す
る
決
意
を

固
め
、
臨
時
総
会
に
お

い
て
、
組
織
変
更
の
件
、

審
議
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
員

一
致
で

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
平
成
２９
年
４
月

Ｈ
日
（火
）に
登
記
を
予
定
、
同
年
５
月
２５
日
（本
）

任
意
団
体
解
散
、
同
日
に

一
般
社
団
法
人
設
立

総
会
を
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
社
団
化
し
ま
し
て
も
、
今

ま
で
の
練
馬
西
青
色
申
告
会
の
会
そ
の
も
の
は
存

続
し
ま
す
し
、
会
員
の
立
場
も

一
切
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〈
フ
ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。

一
　
一線
馬

西

〓
塑
務
署
　
署

長

議
畜
医
〓
開

催
一
　

税
を
考
え
る
週
間
の
初
日
に

ｎ
月
Ｈ
日
（金
）
当
会
の
臨
時
総
会
の
後
に
、
練

馬
西
税
務
署
　
小
川
峰
夫
署
長
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
て
、満
席
の
参
加
者
を
頂
き
ま
し
た
。

冒
頭
に
は
、
市
原
第

一
統
括
官
が

「今
日
の
午

前
中
査
察
に
入
っ
て

一
億
円
を
回
収
し
て
き
た
」

と
い
つ
一
億
円
の
重
さ
の
体
験
（１０
聴
）か
ら
始
ま
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
リ
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

小
川
署
長
は
、
千
葉
県
館
山
市
の
ご
出
身
で
、

千
葉
は
食
材
が
豊
富
で
す
が
、
な
か
で
も
、　
一

個
５
，０
０
０
円
も
す
る
「種
な
し
房
州
び
わ
」
が

あ
る
と
い
つ
こ
と
で
、
（署

長
は
ま
だ
食
し
て
い
な
い

と
い
２
」と
）
。
俄
然
食
べ

て
み
た
く
な
っ
た
方
が
お

ら
れ
る
の
で
は
？

続
い
て
、
恐
る
べ
し
霊

感
商
法
の
お
話
、手
作
り

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
持
参
で
こ
ち
ら
も
い
い
お
話
で
し
た
。

続
い
て
、
小
菅
（葛
飾
区
）
の
留
置
場
へ
調
査
に

行
っ
た
お
話
、
持
参
で
き
る
の
は
、
メ
モ
書
き
と
え
ん

ぴ
つ
く
ら
い
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
お
話
等
、
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
株
取
引
き
の
ぞ
っ
と
す
る
裏
側
の
お

話
や
、
絶
対
損
を
し
な
い
方
法
等
、
多
岐
に
亘
っ
た

お
話
で
、
皆
さ
ん
夢
中
に
な
っ
て
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。
一
時
間
が
あ
っ
と
い
つ
間
で
、
と
て
も
充

実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
公
務
ご
多
忙
の
な
か
快

く
お
引
受
け
頂
き
ま
し
た
小
川
署
長
に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
市
原
第

一
統
括

官
、
並
び
に
田
口
上
席
調
査
官
、
そ
し
て
、
お
忙
し

い
な
か
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

28年 12月 1日
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こ
の
度
の
熊
本
地
震
被
災
者
義
援
金
は
、
〈
バ
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、
１
，
５
４
６
，

０
７
０
円
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
、

熊
本
で
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
欄
千
興
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
菅
浩
光
様
、
同
係
長

倉
光
敏
行
様
の
仲
介
で
、

１１
月
‐６
日
（水
）
当
会
青
木
会
長
が
、
都
道
府
県
会
館

（永
田
町
）
の
中
に
あ
る
熊
本
県
東
京
事
務
所
所
長
渡
邊
純

一
様
に
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
会
の
義
援
金
が
、
熊
本
県
復
興
の
一助
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
フ」
の
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
い
し
参
考
ま
で
に
大
幅
割
引
き

「
九
州

ふ
っ
こ
う
割
」
熊
本
県
ク
ー
ボ
ン
を
利
用
し
て
、

こ
の
機
会
に
熊
本
県
を
旅
し
て
み
て
は
、
い
か
が

で
し
ょ
つ
か
！

右から(株)千興ファーム倉光係長、同菅社長、

青木会長、渡邊所長、高橋事務局長

「
月
‐６
日
（水
）
平
成
二
十
八
年
度
納
税
表
彰
式
が
勤
労
福
祉
会
館
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
、
練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
受
彰
者
二
名
、
感
謝
状
受
彰
者
三
名
、

計
五
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

田

中

文

雄

殿

山

田

明

美

殿

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

石

井

伸

行

殿

駒

澤

孝

信

殿

櫻

井

軍

治

殿

ま
た
、
受
彰
者
を
代
表
し
て
当
会
の

田
中
文
雄

殿
が
謝
辞
を
述
ざ
う
れ
ま
し
た
。

受
彰
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

右から青木会長、石井副支部長、駒沢副支部長、

山田支部長、小川署長、櫻井副支部長、

市原第一統括官、田中支部長

皆
さ
ま
の
暖
か
い
こ
支
援
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
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ま
も
な
く
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
す
。

青
色
申
告
会
事
務
所
を
ご
利
用
に

な
る
際
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

★

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入

平
成
２８
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書

に
は
申
告
者
本
人
、
配
偶
者
控
除
又

は
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

配
偶
者
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
、

１６

歳
未
満
の
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者

と
な
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

事
業
主
は
次
の
書
類
を
ご
持
参
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

曾

ピ
ー
）

・
免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
な
ど

の
身
分
証
明
書

（
コ
ピ
ー
）

★
満
期
保
険
金
が
あ
る
場
合

生
命
保
険
金
や
損
害
保
険
金
が
満

期
と
な
っ
た
場
合
は
、
受
け
取
っ
た

満
期
保
険
金
、
今
ま
で
に
支
払
っ
た

掛
金
又
は
保
険
料
を
記
載
し
た
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

書
類
が
手
元
に
な
い
場
合
は
そ
の

書
類
を
満
期
に
な
っ
た
保
険
会
社
か

ら
取
り
寄
せ
る
か
そ
の
金
額
を
調
べ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
公
的
年
金
等

日
本
年
金
機
構
等
か
ら
の
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
は
毎
年
１
月

の
末
日
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
源
泉
徴
収
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

★
社
会
保
険
料
控
除
等

次
の
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
こ

れ
ら
の
支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る

控
除
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
等

（国
民
年
金

法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
し

て
負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
料

及
び
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
と

し
て
負
担
す
る
掛
金
）
の
控
除

・
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除

・
生
命
保
険
料
控
除

（新
生
命
保
険

料
、
旧
生
命
保
険
料
、
新
個
人
年

金
保
険
料
、
旧
個
人
年
金
保
険
料
、

介
護
医
療
保
険
料
）

・
地
震
保
険
料
控
除

な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
は
従
来

通
り
平
成
２８
年
分
の
支
払
額
を
正
確

に
計
算
し
て
あ
れ
ば
、
そ
の
支
払
い

を
し
た
旨
の
書
類
を
添
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
消
費
税
課
税
事
業
者
の
有
無
等

平
成
２６
年
分
の
課
税
売
上
高
が

一

千
万
円
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成

２８
年
分
の
確
定
申
告
で
課
税
売
上
高

が

一
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
で
も

課
税
事
業
者
に
な
り
ま
す
の
で
平
成

２７
年
分
、

２６
年
分
、

２５
年
分
の
決
算

書

・
所
得
税
確
定
申
告
書

・
消
費
税

の
確
定
申
告
書
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

課
税
売
上
高
に
は
次
の
金
額
が
含

ま
れ
ま
す
。

・
商
品
や
製
品
の
販
売
代
金

・
請
負
工
事
代
金
、
サ
ー
ビ
ス
料
等

・
貸
店
舗
や
貸
事
務
所
の
賃
貸
料

。
業
務
に
使
用
し
て
い
る
建
物
、
車

両
、
機
械
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
減

価
償
却
資
産
の
売
却
代
金

★
簡
易
課
税
を
選
択
し
て
る
方

簡
易
課
税
を
選
択
し
て
い
る
方
で

２
つ
以
上
の
業
種
を
お
持
ち
の
方
は

そ
の
年
分
の
課
税
売
上
の
内
訳
を
そ

の
業
種
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

★
納
付
し
た
又
は
還
付
を
受
け
た

消
費
税
の
処
理

平
成
２７
年
分
の
消
費
税
の
確
定
申

告
で
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
方
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
納
付
し
た
消
費
税
額
で
平
成
２７
年

に
未
払
金
処
理
を
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、
平
成
２８
年
分
の
経
費

（租
税
公
課
）
と
な
り
ま
す
。

・
還
付
を
受
け
た
消
費
税
額
で
平
成

２７
年
に
未
収
金
処
理
を
し
て
い
な

い
場
合
に
は
平
成
２８
年
分
の
収
益

（雑
収
入
）
と
な
り
ま
す
。

納
付
し
た
又
は
還
付
を
受
け
た
消

費
税
額
の
記
帳
処
理
を
し
て
い
な
い

会
員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

ご
い江
意
く
だ
さ
い
。

★
会
計
ソ
フ
ト
の
使
用
者
に
対
す

る
お
願
い

会
計
ソ
フ
ト
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
会
計
ソ
フ
ト
使
用
に
よ
る
決
算

書
の
作
成
時
間
を
迅
速
に
す
る
た
め
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
又
は
Ｆ
Ｄ
な
ど
の
記
録
媒
体

に
く
わ
え
て
、
仕
訳
帳
、
現
金
出
納

帳
、
決
算
書

（損
益
計
算
書
や
貸
借

対
照
表
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
）
の

１
ペ
ー
ジ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
ま
で
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

★
税
金
の
還
付
を
受
け
る
方

還
付
さ
れ
る
税
金
の
振
り
込
ま
れ

る
銀
行
名
、
支
店
名
、
預
金
の
種
類
、

日
座
番
号
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

★
源
泉
徴
収
税
額
表
の
使
用

平
成
２９
年
分
の
各
月
分
の
給
与
等

に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
を
求
め
る

際
に
は
必
ず

「平
成
２９
年
分
の
源
泉

徴
収
税
額
表
」
を
使
用
し
、
平
成
２８

年
分
以
前
の
源
泉
徴
収
税
額
表
は
使

用
し
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

決
算
相
談
時
間
は
１
人
４５
分
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

確
定
申
告
等
の
準
備
の
お
願
い
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平
成
２８
年
１０
月
２７
日
（木
Ｙ
２８
日

（金
）
の
２
日
間
に
渡
り
青
色
申
告
会

館
に
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・税
務
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
２７
日
が
１８
名
、

２８
日
が

・５
名
と
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
師
は
練
馬
西
税
務
署
個
人
課

税
第
１
部
門
の
田
口
上
席
調
査
官
に

お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
前
半
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
の
お
話
、後
半
が
平
成
２８
年

分
所
得
税
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
民
間
事
業
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
、
そ
し
て
税
務

関
係
書
類
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
重
要
な
点
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
扱
い
は
特
定
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
該
当
す
る
為
、確
定
申
告
書
を

青
色
申
告
会
を
通
じ
て
書
面
に
て
ご
提

出
い
た
だ
く
場
合
は
「特
定
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
関
す
る
同
意
書
」
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
い
つ
こ
と
で
し
た
。

後
半
の
所
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
は

会
員
の
皆
様
に
関
係
す
る
部
分
を
中

心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
高
橋
局
長
か
ら
コ
日
色
だ

よ
り
」
Ｈ
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
給
与

支
払
報
告
書
の
様
式
の
変
更
等
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、講
習
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

一
時
間
半
の
講
習
で
し
た
が
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
お
忙
し
い
中

２
日
間
に
渡
り
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
田
口
上
席
調
査
官
と
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

武
藤

青年部 主 「家庭で簡単にできる蕎麦打ち体験」開催

平成 28年 10月 25日 (火)青年部主催による

「蕎麦打ち体験」を開催しました。今回で4回 日でし

たが初めて青色申告会館で開催し、昼の部と夜の

部で合計フ名の方にご参加いただきました。講師

は青年部の紙谷副部長でした。

用意した材料は蕎麦粉と中力粉と少量の水、そ

して使う道具もボウル、鍋、麺棒などご家庭で用意

できるものです。

蕎麦打ちの手順は「水回し」「練り」「のし」「たた

み」の4つの段階があります。注意するところ|よ「練

り」のところで水を一度に入れすぎないでしつかり

とした生地を作るところです。皆さん問題なくしつ

かりとした生地を作り上げました。

次に生地を広げ麺棒を使つて伸ばします。程よ

い大きさに広がつたら麺棒に生地を巻きつけて転

がし正方形を作ります。何度か巻きつける部分を

変えますが、ここは手‖慣を間違えると正方形にな

らないので紙谷副部長と一緒に行いました。

その後仕上げの「たたみ」の段階になります。再

び打ち粉をふつて奥から2回たたみ、包丁で細切り

にしていきます。 感謝申し上げます。

切つた蕎麦を用意した大きな鍋で一人ずつ苑で

て食べました。一から作つた蕎麦ですので皆さん

格別だつたと思います。

ご参加いただいた皆さんにはお土産として自宅

でも蕎麦打ちができるように1回分の材料をお渡

ししました。

蕎麦打ち体験は来年以降も継続して開催する

予定ですので今回ご都合が合わなかつた方もご興

味がありましたら是非ご参加ください。

最後になりますがご参加いただきました皆様に

武藤
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半
世
紀
以
上
続
い
た
自
転
車
屋
さ
ん
！

～
そ
の
極
意
は
、
技
術
力
と
借
金
に
あ
っ
た
～

セ
キ
モ
ト
サ
イ
ク
ル

関
本
忠
男
氏
を
訪
ね
て

今
回
の
局
長
の
訪
問
日
記
は
、
当

会
事
務
所
で
使
用
す
る
自
転
車
を
購

入
し
、
納
品
の
際
に
一
代
目
の
関
本

忠
男
氏
か
ら

「半
世
紀
以
上
自
転
車

屋
を
や
っ
て
い
る
け
ど
初
め
て
事
務

所
か
ら
買
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
言
葉

が
頭
に
残
り
、
ま
た
、
手
作
り
の
運

搬
車
を
拝
見
し
ま
し
た
ら
、
無
性
に

取
材
に
行
き
た
く
思
い
、
今
回
の
取

材
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

関
本
氏
は
、
昭
和
Ю
年
生
ま
れ
の

山
梨
県
上
野
原
の
ご
出
身
で
、
子
供

の
頃
か
ら
モ
ノ
作
り
が
好
き
な
少
年

だ
っ
た
。

昭
和
３６
年
に
武
蔵
関
駅
近
く
の
関

町
に
開
業
、
当
会
に
は
、
昭
和
３７
年

に
ご
入
会
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
長
き
に
亘
り
、
自
転
車
屋

さ
ん
を
経
営
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
自

分
で
は
、
「営
業
力
は
な
く
、
技
術
屋

で
あ
る
」
と
。
と
に
か
く
お
客
さ
ん
に

は
、
満
足
し
て
も
ら
い
た
い
て
′し、
で
仕

事
を
さ
れ
た
。
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、
ま

た
ロ
コ
ミ
で
、
セ
キ
モ
ト
さ
ん
に
行
っ

た
ら
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
遠
く
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
来

て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

（旦
那
さ
ん
に
な
い
営
業
力
は
、
奥

様
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
か
な
）。

大
型
店
に
対
抗
す
る
に
は
、
技
術

力
で
勝
つ
し
か
な
い
。
勿
論
、
自
転

車
技
士

（組
立
の
資
格
）、
安
全
整
備

士
の
資
格
が
あ
り
、
昔
は
、
試
験
官

も
経
験
さ
れ
、
大
型
店
で
は
修
理
出

来
な
い
と
こ
ろ
を
、
持
ち
込
ま
れ
た

り
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
技
術
力
が

実
を
結
ん
だ
半
世
紀
だ
っ
た
。
そ
れ

と
、
「借
金
の
連
続
で
、
昔
は
、
金
融

機
関
が
ど
ん
ど
ん
お
金
を
貸
し
て
く

れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
借
金
が

あ
つ
た
か
ら
、
仕
事
が
続
け
ら
れ
て

今
に
至
っ
て
い
る
の
か
な
」
と
、
勿
論

借
金
は

一
度
も
滞
納
が
な
か
っ
た
。

と
い
う
。
穏
や
か
な
忠
男
氏
の
性
格

か
ら
、
頑
固
さ
も
滲
み
出
る
お
話
で

し
た
。

今
は
、
借
金
も
終
わ
り
、
機
械
い

じ
り
の
好
き
な
息
子
さ
ん
の
武
男
氏

に
代
を
譲
り
、
少
々
の
ん
び
リ
ム
ー

ド
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
趣
味
が
仕

事
と
い
う
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
、
熱
意

を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
趣
味
は
、
何
処
ヘ

で
も
自
転
車
で
行
か
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
最

後
に
行
か
れ
た
の
は
、
息
子
さ
ん
と

「
し
ま
な
み
海
道
」
を
渡

っ
た
と
の

こ
と
。
親
子
仲
の
良

い
こ
と
も
世
代

交
代
が
上
手
く
い
っ
た
要
因
か
な
。

息
子
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
と
、

二
十
歳
く
ら
い
か
ら
後
を
継
ご
う
と

決
意
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
か
ら
、
お

父
さ
ん
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
た
の
で

し
ょ
う
ね
―

最
後
に
、
お
忙
し
い
な
か
取
材
に

快
く
お
引
受
け
頂
き
、
色
々
と
お
気

遣
い
頂
き
ま
し
た
関
本
ご
夫
妻
、
息

子
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
現
役
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
橋

関木さんご夫妻

息子さんの武男さん

マル経融資のご案内
～小規模事業者経営改善資金～

※融資限度額 :2,000万 円
※返 済 期 間 :運転資金 7年以内

設備資金10年以内

平成29年 3月 31日 の日本政策金融公庫受付分までです。

■利率 :1.16%(平成 28年 11月 16日現在 )

※担保・保証人不要 (保証協会の保証も不要)

※他に練馬区の利子補給 40%(3年間)

※利用できる方 :従業員 20名 以下

(宿泊業、娯楽業以タトの商業・サービス業は5名以下)

※1年以上事業を行っている方

※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫

より事業資金として貸し出しされますが、審査の

結果、ご希望に添えないことがあります。

本相談は、経営に関する相談に限定しております。

会員 リト会員の方問わず利用できます。

【法律相談】毎月第1金曜日
午後 1時～4時 (30分単位)

相談員 :弁護士 相談無料

【税務相談】 1月 ～3月 毎月第1～第4火曜日
(3月 第 4火曜日除く)

4月 ～12月 (8月 休)毎月第2火曜日

午後 1時～4時 (30分単位)

相談員 :税理士 相談無料

【問い合わせ先】東京商工会議所練馬支部
練馬区練馬 1‐ 17-l Coconeri 4F

区民・産業プラザ内
TEL:3994‐ 6521 FAX:3994‐ 6589


